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1 人ひとりの意識向上が、社会全体の安全性も高める
そうした防災を実践していく運動です。

住まいと暮らしの
安心のために。

災害前

備える
災害時

守る
災害後

再建する

点検運動3つの視点

災害から皆さまご自身や家族を守っていくためにも、ぜひこの機会に、
防災や生活再建への備えについて点検いただきますようお願いいたします。

県労福協
理事会と幹事会が開催
全労済静岡県本部　　
第１回 代表者会議開催される

川勝静岡県知事へ
県労福協の「要請書」を提出

サービスと業容の拡大を目指して
４団体協同化推進会議が開催されました

ライフサポートセンター活動紹介

地区労福協　新会長の紹介

川柳募集
災害ボランティアコーディネーター
養成講座に参加して

地域・地区労福協活動紹介
北駿地区／富士山一斉清掃活動
焼津地区／就労に悩む若年の自立のためのセミナー開催
袋井地区／あゆのつかみどりとバーベキュー

される

全国初
の

 ろう
き
ん
と
全
労
済
の

共
同
店
舗
オ
ー
プ
ン 

ろ
う
き
ん
と
全
労
済
の

ろ
う
き
ん
と
全
労
済
の

ろ
う
き
ん
と
全
労
済
の

共
同
店
舗
オ
ー
プ
ン 

共
同
店
舗
オ
ー
プ
ン 

共
同
店
舗
オ
ー
プ
ン 

（
浜
松
市
中
区
中
央
三
丁
目
）
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ま
た
、新
店
舗
に
は
ろ
う
き
ん
浜
松
中
央

ロ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
、全
労
済
自
動
車
共
済
浜

松
Ｓ
Ｃ
も
併
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ソ
ー
ラ
ー
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し
た
共
同
店

舗
オ
ー
プ
ン
は
、昨
今
の
厳
し
い
経
済
環
境

の
中
で
は
久
し
ぶ
り
の
明
る
い
話
題
を
提
供

し
て
く
れ
ま
し
た
。ま
た
８
月
20
日
に
は
祝
賀

会
も
開
催
さ
れ
る
な
ど
政
令
都
市
・
浜
松
市

の
発
展
と
共
に
、勤
労
者
福
祉
の
新
拠
点
と

し
て
更
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

当日配布した
「県労福協ガイドブック」
（2010年 8月作成）

挨拶する平野理事長（幹事会）

全労済静岡県本部　　
第１回代表者会議開催される

県労福協第48回定期総会を開催して以降
一般社団になって、はじめての理事会と幹事会が
8月26日勤労者総合会館で開催されました。

理事会と幹事会が開催される
県労福協

新たに選出された
全労済県本部
佐竹本部長

新たに選出された
全労済県本部

挨拶される
水谷理事長

共同店舗オープン
ろうきん 全労済と の

■
第
2
回
理
事
会

　

理
事
会
は
午
後
1
時
に
開
会
、2
時
　
分
の
閉
会
ま
で
報
告
・
議
案
を
含
め
各
項
目
で
活
発
な
質

疑
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。議
長
は
平
野
理
事
長
、報
告
・
提
案
等
は
金
指
専
務
が
担
当
し
ま
し
た
。

　

総
会
以
降
役
員
の
交
代
が
あ
っ
た
た
め
、第
１
号
議
案
で
は「
役
員
の
変
更
」に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、理
事
会
メ
ン
バ
ー
で
は
佐
竹
副
理
事
長（
全
労
済
）と
一
栁
監
事（
沼
津
地
域
）が
承
認
さ
れ
ま

し
た
。ま
た
、幹
事
会
メ
ン
バ
ー
で
は
山
本
幹
事（
沼
津
）・
安
藤
幹
事（
裾
野
）・
加
藤
幹
事（
三
島
）・

片
山
幹
事（
島
田
榛
北
）・
高
塚
幹
事（
榛
南
）・
堀
川
幹
事（
掛
川
）の
交
代
が
承
認
さ
れ
新
体
制
は

別
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

　

第
2
号
以
降
の
議
案
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。会
費
規
定
の
一
部
字
句
修
正
を
含
め
、す
べ
て

の
提
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
2
号
議
案
：
労
福
協
規
定
の
整
理
に
つ
い
て
　
（
入
会
規
定
・
会
費
規
定
・
会
議
運
営
規
定
）

　

第
3
号
議
案
：
2
0
1
0
年
度「
対
県
要
請
」に
つ
い
て　（
県
労
福
協
お
よ
び
各
事
業
団
体
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
の
要
請
事
項
は
7
項
目
、8
月
30
日
に
は
川
勝
知
事
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。）

　

第
4
号
議
案
：「
地
域
役
立
資
金
」運
営
管
理
に
つ
い
て
　
（
ろ
う
き
ん
利
用
配
当
金
の
振
替
拠
出

　
　
　
　
　
　
　
さ
れ
た
資
金
の
運
営
管
理
が
、県
労
福
協
と
福
祉
基
金
に
託
さ
れ
た
こ
と
を
受

　
　
　
　
　
　
　
け
、「
管
理
委
員
会
」お
よ
び「
事
業
部
会
」の
設
置
等
に
つ
い
て
の
提
案
）
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理 事 長

副理事長

副理事長

副理事長

副理事長

専務理事
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理　　事

理　　事

理　　事

理　　事

監　　事

監　　事

監　　事
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天野　敬久

鈴木　和明
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中川　浅行

金指　敦之

木下　達夫
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豊田　慎吾

井上　明彦

加藤　幸博

河原　直之
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河邊　洋充

静岡県労働者福祉協議会

連合静岡

静岡県労働金庫

全労済静岡県本部

静岡県生活協同組合連合会

静岡県労働者福祉協議会

静岡県労働者福祉基金協会

静岡県勤労者信用基金協会

沼津地域労働者福祉協議会

静岡地域労働者福祉協議会

西遠地域労働者福祉協議会

静岡地域労働者福祉協議会

沼津地域労働者福祉協議会

西遠地域労働者福祉協議会

■２０１０年度　理事会役員

新

新

■
2
0
1
0
年
度
第
2
回
幹
事
会

　

続
い
て
3
時
か
ら
開
催
さ
れ
た
幹
事
会
は
、理
事
・
監
事
に
県
内
各
地
区
労
福
協
会
長
な
ど
23
名

の
幹
事
が
加
わ
り
、新
体
制
で
は
じ
め
て
開
催
と
な
り
ま
し
た
。会
議
の
冒
頭
、平
野
理
事
長
が「
一

般
社
団
法
人
と
な
っ
た
県
労
福
協
は
、責
任
あ
る
人
格
を
持
ち 

地
域
に
根
ざ
し
た
顔
の
見
え
る
福

祉
運
動 

を
目
指
し
再
ス
タ
ー
ト
し
た
。皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
運
動
を
前
進
さ

せ
た
い
」と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

協
議
事
項
の「
改
正
貸
金
業
法
完
全
施
行
の
今
後
の
対
策
」に
つ
い
て
は
、地
区
に
持
ち
帰
り
幹

事
会
等
で
具
体
的
な
取
組
み
を
検
討
い
た
だ
く
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
2
0
1
0
年
度
の
対
県
要
請
」の
消
費
者
行
政
充
実
に
つ
い
て
は
、各
地
区
労
福
協
か
ら

市
町
に
対
す
る
要
請
で
も
県
下
統
一
項
目
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ
と（
再
確
認
）や
新
た

に
作
成
し
た「
県
労
福
協
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」の
配
布
・
活
用
な
ど
多
く
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

”

“

1.6

　

8
月
9
日（
月
）に
ろ
う
き
ん
浜
松
中
央
支

店
と
全
労
済
西
部
支
所
の
共
同
店
舗
が
浜
松

市
中
区
中
央
三
丁
目
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。９
時
の
営
業
開
始
を
前
に
し
た
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
は
、小
雨
が
降
る
中
、静

岡
県
労
金
と
全
労
済
県
本
部
の
役
員
を
は
じ

め
、浜
松
市
、労
福
協
、労
金
運
営
委
員
会
、全

労
済
運
営
委
員
会
、工
事
関
係
者
な
ど
の
約

1
5
0
名
が
玄
関
先
フ
ロ
ア
ー
に
集
り
、

ロ
ッ
キ
ー
君
も
登
場
し
て
和
や
か
に
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

静
岡
県
労
金
鈴
木
理
事
長
と
全
労
済
県
本

部
佐
竹
本
部
長
の
挨
拶
で
は
建
設
の
経
緯
と

コ
ン
セ
プ
ト
、更
な
る
運
動
と
事
業
の
発
展

に
向
け
た
決
意
な
ど
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

〝
全
国
初
の
労
金
と
全

労
済
の
共
同
店
舗
〞で

あ
り
、働
く
者
の〝
金

融
と
共
済
の
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
〞が

提
供
さ
れ
る
点
に
も

注
目
が
集
っ
て

い
ま
す
。

全国初の

（浜松市中区中央三丁目）

　

7
月　

日
、静
岡
市
内
の
ホ
テ
ル
で
組
織
改
称
後
の
全
労
済
静
岡
県
本
部
第
１
回
代

表
者
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

冒
頭
、水
谷
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
①
共
済
金
の
支
払
い
状
況
②
地
震
と
台
風
の
災

害
対
応
③
生
協
法
改
正
に
伴
う
取
組
み
④
事
業
の
進
展
状
況
等
に
つ
い
て
触
れ
な
が

ら
、2
0
0
9
年
度
の
共
済
金
は
３
度
の
自
然
災
害
も
あ
り
過
去
最
高
の
1
1
1.
5

億
円
余
の
支
払
い
と
な
っ
た
こ
と
、厳
し
い
経
済
状
況
の
中
で
も
組
合
員
数　

％
、契
約

件
数
と
契
約
高
は
１
％
弱
の
伸
び
の一方
で
掛
金
収
入
は
伸
び
悩
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
審
議
さ
れ
た
全
労
済
県
本
部
35
回
総
代
会
、

静
岡
労
済
55
回
総
代
会
、全
労
済
県
本
部
第
１
回
代
表

者
会
議
の
議
案
は
す
べ
て
提
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

組
織
機
構
の
全
国
的
な
見
直
し
に
よ
り
設
け
ら
れ
た

県
本
部
第
１
回
代
表
者
会
議
で
は
、県
本
部
役
員
体
制

と
し
て
県
本
部
長
、県
本
部
執
行
役
員
を
含
め
た
県
本

部
経
営
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、佐
竹
功

本
部
長
以
下
28
名
の
経
営
委
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、既
に
県
労
福
協
で
も
県
内
地
区
労
福
協
宛
に

推
進
・
支
援
を
お
願
い
し
た「
住
ま
い
と
暮
ら
し
の
防

災
・
保
障
点
検
運
動
」（
ス
マ
ク
ラ
運
動
）に
つ
い
て
は
、代

表
者
会
議
の
場
で
福
居
代
議
員（
鈴
与
職
員
労
組
）か

ら
推
進
を
補
強
す
る
発
言
が
あ
る
な
ど
、新
年
度
の
柱

に
位
置
づ
け
し
て
い
る
運
動
が
大
き
な
期
待
を
も
っ
て

展
開
さ
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
ま
し
た
。

　

す
べ
て
の
議
案
審
議
が
終
了
し
、県
本
部
理
事
長
を

退
任
さ
れ
顧
問
に
な
ら
れ
た
水
谷
氏
か
ら
は「〝
情
熱
・

汗
・
知
恵
〞を
寄
せ
合
っ
て
新
た
な
全
労
済
を
創
っ
て
ほ

し
い
」と
エ
ー
ル
が
あ
り
、佐
竹
本
部
長
か
ら
は「
熱
い
意

を
引
き
継
ぎ
、先
頭
に
立
っ
て
精
一
杯
が
ん
ば
り
た
い
」と

決
意
が
述
べ
ら
れ
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
済
環
境
に
あ
る
今
、働
く
者
の
助
け
合
い

に
よ
る〝
全
労
済
の
共
済
〞の一
層
の
普
及
推
進
に
期
待

が
集
っ
て
い
ま
す
。
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８
月
３０
日
、
県
労
福
協
の
平
成
22
年
度
対
県
要
請
が
県
庁
別
館
２１
階
会
議

室
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
連
合
静
岡
の
対
県
要
請
と
併
せ
て
実
施
さ
れ
、
県
労
福
協
か
ら

は
平
野
理
事
長
と
金
指
専
務
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
県
労
福
協
の
理
事
長
と
連
合
静
岡
の
会
長
よ
り
要
請
の
主
旨
説
明

を
含
め
挨
拶
を
し
た
後
、
川
勝
知

事
に
そ
れ
ぞ
れ
の
「
要
請
書
」
を

手
渡
し
、
金
指
専
務
か
ら
労
福
協

要
請
の
７
項
目
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
の
意
見
交

換
は
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
し
た

が
、
川
勝
知
事
か
ら
は
、
要
請
項

目
に
対
し
て
具
体
的
な
質
問
を
い

た
だ
き
、
そ
の
場
で
担
当
部
署
に

指
示
い
た
だ
く
な
ど
有
意
義
な
要

請
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

「消費者行政の充実」のため、地方消費者行政活性
化交付金の積極的な活用を各市町へ指導願います。
静岡県生活協同組合連合会への援助・支援を強化
されたい。
食の安全・安心を考える上で、関連部署と消費者
が懇談・交流できる場の設置を要請します。
『公益信託静岡県災害ボランティア活動ファンド』の
充実のために積極的な行政支援を要請します。
静岡県が実施しております「ライフプランセミナー事業」
の事業委託を、引き続き（財）静岡県労働者福祉基
金協会に継続を要請します。
育児支援ローンに対する利子補給制度の創設を要
請します。
「ライフサポートセンターしずおか」に対する積極的行
政支援を要請します。併せて、県労福協や労働金
庫、全労済をはじめとする福祉事業団体が行う各種
有益情報の広報支援・連携を要請します。

要請１－

要請２－

要請３－

要請４－

要請５－

要請６－

要請７－

川勝静岡県知事へ
県労福協の「要請書」を提出

＜平成２２年度　要請項目＞概要

　

４
団
体
と
は「
労
金
・
全
労
済
・
コ
ー
プ
し
ず
お
か
・
県
労
福
協
」

で
す
。

　

こ
の
会
議
目
的
は
、
協
力
で
き
る
部
分
は
協
同
（
心
あ
わ
せ
）

し
て
事
業
推
進
し
ま
し
ょ
う
と
の
確
認
の
基
に
今
年
の
３
月
に

設
置
さ
れ
ま
し
た
。
設
置
最
大
の
要
因
は
互
い
の
組
織
構
成
員

が
大
部
分
で
重
な
っ
て
い
る
事
を
踏

ま
え
、
協
同
化
に
よ
っ
て
「
質
の
高

い
機
能
・
サ
ー
ビ
ス
」
が
利
用
者
に

提
供
出
来
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
４
団
体
会
議
が
「
更

な
る
協
同
化
の
第
一
歩
」
と
し
て
検

討
し
て
い
る
の
は
「
職
員
対
象
の
意

識
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で
す
。

　
〝
意
識
調
査
〞
と
言
う
と
何
か
小
難

し
い
感
じ
も
し
ま
す
が
、
要
は
「
協

同
化
推
進
」
は
そ
こ
に
働
く
「
職
員

全
員
」
が
お
互
い
を
良
く
知
り
理
解

を
深
め
て
「
心
あ
わ
せ
」
を
し
て
初

め
て
で
き
る
こ
と
、
そ
れ
が
「
協
同

化
推
進
」
の
基
本
で
は
な
い
か
と
の

考
え
に
基
づ
き
実
施
し
て
い
く
事
に

な
り
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
の
具
体
的
な
設
問
内

容
等
に
つ
い
て
は
実
務
責
任
者
で
構

成
す
る
「
作
業
部
会
」
で
も
う
少
し

議
論
を
重
ね
詰
め
の
作
業
を
し
ま
す

の
で
今
回
の
記
事
は
お
知
ら
せ
程
度

に
な
り
ま
し
た
。

　

単
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
貰
う

だ
け
で
は
な
く
職
員
か
ら
は
「
協
同

化
推
進
」
に
向
け
て
の
「
意
見
・
提
案
」
も
頂
く
予
定
で
す
し
、

こ
の
労
福
協
だ
よ
り
を
読
ま
れ
た
方
々
か
ら
も
ご
意
見
・
ご
提

案
を
頂
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
節
は
ご
協
力
宜
し

く
お
願
い
し
ま
す
。（
報
告
者
・
Ｋ
）

静岡県庁 会議室

４団体協同化推進会議が開催されました

労金 全労済 コープしずおか 県労福協

サービスと業容の拡大を目指して

地区労福協

新会長の紹介

❶新会長の抱負についてお聞かせください。  
質問に答えて頂きました。 

❷最近、「感動したこと・嬉しく思ったこと」に
　ついてお聞かせください。  
❸「助け合い」から連想することは何でしょうか？  
❹ご当地イチオシの○○を教えてください。  

裾野地区 安藤 雅樹
（37歳）

アンドウ マサキ

出身組織名：トヨタ自動車労働組合東富士支部　
役職名：支部長
モットー：有言実行　愛称・ニックネーム：あんちゃん

❶「将来」という言葉に対して「不安」というイメージが
　少しでもなくなるように一生懸命活動していきます。
❷労組として治安環境の悪い海外拠点を訪問した際に、
　現地の組合員とその家族に非常に感謝されたこと。  
❸相手の立場になって、お互いに思いやること。  
❹三国峠(裾野市深良)からの市街地と富士山を一望できる景色です。  
    
  

沼津地区 山本 一彰
（54歳）

ヤマモト カズアキ

出身組織名：富士通労働組合沼津支部　
役職名：執行委員長
モットー：明るく・元気に・前向きに！　愛称・ニックネーム：やまさん

❶沼津地区の活動を継承し、地域における会員相互の交流が
　さらに深まるよう精一杯がんばります！  
❷ＧＷに中国・西安に行き、兵馬俑を生で見られたこと。中国文
　化の歴史と壮大さを改めて感じました。    
❸「One for ALL」「ALL for One」 労働組合(共済）活動の根幹であると思います。    
❹食べ物ならアジの干物。景色なら西浦辺りの海岸から見る富士山かな・・・。    
    
  

島田榛北地区 片山 勝彦
（42歳）

カタヤマ カツヒコ

出身組織名：全矢崎労働組合島田支部　
役職名：支部執行委員長　モットー：大きな声で明るいあいさつ　
愛称・ニックネーム：かっちゃん(最近言われませんが)

掛川地区 堀川 和史
（56歳）

ホリカワ カズヒト

出身組織名：ヤマハ労働組合掛川支部　
役職名：支部執行委員長
モットー：前向きに生きる　愛称・ニックネーム：ホリさん

❶先輩の築いた活動を、更に充実した活動にし自分なりのカラー
　が出せたらいいですね。 
❷映画で感動したぐらい。  
❸思いやり、募金。  
❹つま恋カレー、掛川花鳥園

三島地区 一栁　浩
（48歳）

イチヤナギ ヒロシ

出身組織名：横浜ゴム労働組合三島支部　役職名：支部長
モットー：何事にも、思いやりをもって　愛称・ニックネーム：いっちゃん

❶共生・共助の志しを旨として、地域でくらす仲間の生活向上に
　むけて尽くしたい。  
❷自宅で高２の娘と、フォークギターでコブクロの「轍」をコラボ
　したことかな？（さわりだけですが）  
❸向う三軒両隣＝幼少時代、母が雨が降ってくると、隣の○○さ
　んにも伝えて洗濯物を取り込んでいた風景かな？  
❹箱根西麓で育てた馬鈴薯（メークイン）で作る「みしまコロッケ」。  
  

清水地区 寺岡 康彰
（43歳）

テラオカ ヤスアキ

出身組織名：日立アプライアンス労働組合　
役職名：執行委員長　モットー：何事にも前向きに　
愛称・ニックネーム：たかちゃん（学生時代の友達はそう呼んでいます）

❶活動していく中で、勤労者が安心・安全に暮らせるよう取組み
　を強化してまいります。  
❷親バカですが、おばあさんの葬儀で曾孫にあたる13歳の息子
　が弔辞を読み内容の立派さに成長を感じたこと。  
❸心と心が通じ合えること。　❹最近キオスクでも売っていますがカ
　レーもつ煮。清水の居酒屋で店により味付けが違うのでご賞味ください。 

榛南地区 高塚 靖己
（50歳）

タカツカ ヤスミ

出身組織名：TDK労働組合静岡支部　
役職名：支部長
モットー：真心　愛称・ニックネーム：タカさん

❶地域における労働者家族の生活向上と豊かな暮らしができる
　ように努力したい。
❷石垣島の海の青さとのんびりとした時間を少し味わえたこと  
❸人と人とのコミュニケーション  
❹牧ノ原のお茶と青い海

❶前任の木下会長が言われた、地域における勤労者、働く仲間の声を聴
き行政に届ける活動を守っていきたい。❷皆さんの為にと心を込めて取組
んだ福祉共済活動で、ある組合員さんから言われた一言「ありがとう！」
❸昔カンパ、今共済。十数年前火災で家を失った仲間へのカンパを思い
出しました。やはり思いやりでしょうか！❹島田榛北といえば大井川の清き流
れとＳＬ列車とこれまでは言ってきましたが、今は富士山静岡空港でしょう。
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お
題
は『
は
ね
る
』で
す
。

18

は『
は
ね
る
』で

川
柳

今
年
度
も
、ろ
う
き
ん
グ
リ
ー
ン
友
の
会
県
連
絡
会
と
静
岡
県
退
職
者
福
祉
協
議
会
は
、

共
催
で
川
柳
募
集
を
行
い
ま
す
。お
題
は
、来
年
の
干
支
の
う
さ
ぎ
か
ら『
は
ね
る
』に
決
ま
り
ま
し
た
。

『
は
ね
る
』か
ら
い
ろ
い
ろ
連
想
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

災害ボランティア
コーディネーター
養成講座に
　参加して　

第
６
回

「
生
き
が
い
作
り
」

法律問
題

心の悩み

消費生活

家庭問題

「
暮
ら
し
な
ん
で
も
相
談
」 5/11

「今からはじめる老い支度」
生き方のコツ・死に方の選択　
（浜松）

開会の挨拶に立つ木下専務

7/3
脳いきいき講座　
（富士）

8/7
親子おこづかい教室　
（富士宮）

　ライフサポートセンターしずおかの活動のうち、「暮
らしなんでも相談」については8月20日現在780件の
相談があり、多い順に①法律問題、②心の悩み、③
消費生活、④家庭問題となっています。昨年度途
中から「心の悩み」の相談が増えているのが特徴で、
この状況に対応するセミナーとして「支える人のケア」
を12月4日に開催します。（詳細は10ページ）
　もう一つの活動の柱は「生きがい作り」です。今
年度は、当初よりセミナーを開催し、通年では昨年
度よりも多い30本程度の実施となる予定です。県下
東・中・西部で共通に実施しているセミナーは、「親
子おこづかい教室」、「脳いきいき講座」、「今から
はじめる老い支度」です。いずれも大変好評をいた
だいており、他県の労福協などからの問合せもきて
います。

家
　ライフサポートセンターしずおかの活動のうち、「暮
らしなんでも相談」については8月20日現在780件の

活 動 紹 介

労
働
者
の
生
活

向
上
と
安
定
、

平
和
で
豊
か
な

暮
ら
し
・・・

チ
ョ
ッ
と

難
し
い
け
ど
、

写
真
や

イ
ラ
ス
ト
が

あ
る
か
ら
何
と
か
・・・

働
く
仲
間
の
連
帯
で

安
心
な
社
会
を

創
る
活
動
を

し
て
い
る
の
か

あ
、こ
れ
で
す
か
・・・

な
る
ほ
ど
・・・　
　
　

確
か
、表
紙
が

富
士
山
の

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

見
た
け
ど
・・・

確
か
に
、分
か
り

に
く
い
よ
ね
。

ろ
う
き
ん
や

全
労
済
な
ら

分
か
る
け
ど

労
働
組
合
や

　
ろ
う
き
ん
・

全
労
済
な
ど
と

連
携
し
て

る
ん
で
す
ね
。

県
労
福
協
っ
て

何
で
す
か
？

フ
ム
フ
ム

ナ
ッ
ト
ク
！

ナ
ッ
ト
ク
！

ライフサポートセンターしずおか

１１月１日～
１１月３０日☆募集期

間　２０１０年

会
と
静
岡
県
退
職
者
福
祉
協

募
１１月３０日

２０１００年年年年年年年

集

　

8
月
7
・
21
・
22
日
の
３
日
間
、
川
根
本
町
で
開
催
さ
れ
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
講
座
は
、
県
福
祉
基
金
協
会
等
が
主
催
し
、

諸
団
体
の
協
力
を
得
て
県
内
６
会
場
で
8
月
〜
12
月
に
開
催
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

私
は
今
回
、
講
座
の
実
施
主
体
で
あ
る
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
で
研
修
中
だ
っ
た
為
、
講

座
開
設
準
備
か
ら
当
日
の
受
講
ま
で
通
し
て
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
の
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
は
、
全
国
的
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
つ
県
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
協
会
が
企
画
運
営
し
、
県
危
機
管
理
局
、
県
・
市
・
町
の
社
協
の
協
力
を
得
て
開

催
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
為
、
全
国
よ
り
招
い
た
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
豊
富
な
講

師
陣
に
よ
る
６
つ
の
セ
ミ
ナ
ー
と
、
参
加
者
に
自
ら
動
く
こ
と
を
求
め
る
「
避

難
所
運
営
ゲ
ー
ム
」
な
ど
の
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、

大
変
実
践
的
な
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
講
座
修
了
者
に
は
、「
県
知
事
名
の
修
了
証
書
」
や
、「
防
災
に
関
す
る
知
事
認
証
」

が
交
付
さ
れ
る
価
値
あ
る
講
座
で
す
。

　

昨
年
8
月
11
日
の
駿
河
湾
地
震
は
ま
だ
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
想
定
さ
れ
る
東

海
地
震
（
Ｍ
8
）
に
備
え
、Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）
を
策
定
し
て
い
る
企
業
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
こ
の
講
座
は
、
地
域
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
に
主
眼

を
置
い
て
い
ま
す
が
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
に
も
参
考
に
な
る
部
分
が
多
数
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

そ
う
し
た
意
味
で
も
、
今
後
よ
り
多
く
の
勤
労
者

の
皆
さ
ん
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

し
た
。　
　
　
　
　
（
県
福
祉
基
金
協
会　

孕
石
）

大
変
実
践
的
な
内
容
に
感
激
！　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

養
成
講
座
に
参
加
し
ま
し
た
。

みんな
で

参加し
よう！

＊受講の申込み・お問合せは　静岡県ボランティア協会  
　      　     Tel  054-255-7357

１０月１日以降の開催予定 

浜松市

静岡市
（清水区蒲原）

周智郡森町

開催場所 日　程 会　場
10月２３日（土）
３０日（土）
３１日（日）

１１月１３日（土）
２０日（土）
２１日（日）

１２月　４日（土）
１１日（土）
１２日（日）

静岡県浜松総合庁舎

白銀すこやかセンター

文化会館「ミキホール」

☆応募規定
　●一人一首に限ります。　●未発表のものに限ります。
☆応募方法
　所定の用紙に記入し下記、備え付けの応募箱に投函。
　●静岡県労働金庫本支店　●静岡県労働者福祉協議会
　●連合静岡　　　　　　　●全労済静岡県本部
　●ライフサポートセンターしずおか各事務所
☆賞と賞品
　最優秀賞　　１点　　１万円相当の商品券
　優 秀 賞　　　５点　　５千円相当の商品券
　佳　　作　　数点　　３千円相当の図書券
　入　　選　　数点　　千円相当の図書券
☆作品
　応募作品は、外部の有識者を含む審査会にて、厳正に審査いたします。
　入選作品は静岡県労働金庫本支店ロビーにて掲示させて頂きます。
　最優秀並びに優秀賞５名は、表彰式を行います。
　※入選作品の著作権は、『ろうきんグリーン友の会県連絡会』『静岡県退職者
　　福祉協議会』に帰属します。
　※応募者の個人情報は入選者への賞品の発送及び本件に関する諸連絡にの
　　み利用させて頂きます。
☆発　表
　入賞者には、直接ご連絡いたします。
☆お問い合わせ先　　ろうきんグリーン友の会県連絡会事務局
　　　　　　　　　　静岡県退職者福祉協議会事務局（担当　野村）
　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０５４－２７５－１３８８
　　　　　　　　　　ＦＡＸ０５４－２７５－１３７７　
☆後　援　　静岡県労働者福祉協議会・連合静岡
　　　　　　　静岡県労働金庫・全労済静岡県本部
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今
年
も
、
地
区
恒
例
行
事
の
「
富
士
山
い
っ
せ
い

清
掃
活
動
」（
富
士
山
を
い
つ
ま
で
も
美
し
く
す
る
会

主
催
）
に
参
加
し
ま
し
た
。
今
年
で
15
年
連
続
の
参

加
で
、
２
つ
の
登
山
口
に
、
会
員
家
族
を
含
め
、
計

73
名
（
10
会
員
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

●
８
月
21
日（
土
）
御
殿
場
登
山
口

　

52
名
参
加（
全
体
52
団
体
1,
7
8
5
人
中
）

●
９
月
５
日（
日
）
須
走
登
山
口

　

21
名
参
加（
全
体
55
団
体
4
8
8
人
中
）

清
掃
活
動
の
目
的
は
、
各
登
山
口
が
共
同
し
て
一
斉

清
掃
を
行
う
こ
と
で
、
富
士
山
の
豊
か
な
自
然
環
境

を
守
り
、
恒
常
的
美
化
の
啓
発
普
及
を
図
る 

こ
と
に

あ
り
ま
す
。

就
労
に
悩
む
若
者
の

自
立
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催

地
域
・
地
区
労
福
協
活
動
紹
介

焼津地区
労福協

達
も
だ
ん
だ
ん
と
な
れ
、
み
ん
な
夢
中
で

つ
か
み
ど
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
達
が
作
っ
て
く
れ
た
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
や
、
炭
火
焼
の
鮎
の
塩
焼
き
も
と
て
も
美

味
し
く
、
お
腹
が
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
後
は
ス
イ
カ

割
り
や
ジ
ャ
ン
ケ
ン
ゲ
ー
ム
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大

変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

夏
休
み
直
前
の
土
曜
日
、
ほ
と

ん
ど
の
方
が
ご
家
族
で
参
加
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
一
日
中
笑
顔
が
あ

ふ
れ
、
楽
し
く
地
域
の
交
流
・
親

子
の
ふ
れ
あ
い
が
で
き
ま
し
た
。

あ
ゆ
の
つ
か
み
ど
り
と

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

地
域
・
地
区
労
福
協
活
動
紹
介

袋井地区
労福協

富
士
山

一
斉
清
掃
活
動

地
域
・
地
区
労
福
協
活
動
紹
介

北駿地区
労福協

「働きたいけども働けない若者のためにできること」 

　

７
月
１７
日
、
遠
州
森
町
の
「
神
明
の
里
」
に
て
、

袋
井
地
区
労
福
協
・
夏
の
恒
例
行
事
「
あ
ゆ
の
つ
か

み
ど
り
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
大
変
人
気
が
あ
り
、
今
年
も
参
加
希

望
者
が
殺
到
！　

あ
っ
と
い
う
間
に
2
1
7
名
の
方

に
申
し
込
み
い
た
だ
き
、
1
日
で
募
集
締
め
切
り
と

な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
梅
雨
が
明
け
て
真
夏
日
。
開
会
式
の
後
、

子
供
達
は
さ
っ
そ
く
水
着
で
生
簀
に
入
り
、
気
持
ち

よ
く
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
あ
ゆ
を
追
い
か
け
ま
し
た
。

３
つ
の
生
簀
に
放
た
れ
た
あ
ゆ
は
２
０
０
匹
。
と
て

も
す
ば
し
っ
こ
く
逃
げ
回
り
、
追
い
か
け
て
も
な
か

な
か
掴
ま
り
ま
せ
ん
が
、
子
供
達
は
知
恵
を
し
ぼ
り
、

友
達
と
協
力
し
た
り
隅
に
追
い
込
む
作
戦
で
頑
張
り

ま
し
た
。
最
初
あ
ゆ
に
触
れ
な
か
っ
た
小
さ
な
子
供

月 日 催事（イベント） 会場（場所） 主　催 備　　考参加資格・参加費など開始時間曜日
毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）、専門家による相談会。
お問合せは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６

一人２０分で９組。予約は１０月１日より開始します。
お問い合わせは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６
富士地域労福協と連合富士地協の合同ゴルフコンペです。
お問合せは、富士地域労福協　０５４５－５７－６０２９

毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）、専門家による相談会。
お問合せは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６
春風亭小朝　人生笑談　ろうきん富士・吉原・富士宮、富士市・富士宮市
役所にて整理券を配布します。お問合せは、富士地区労福協　０５４５－５７－６０２９
宇津木妙子氏（元全日本女子ソフトボールチーム監督）による講演「夢の実現
～努力は裏切らない」です。お問い合わせは、東遠地域労福協　０５３７－２１－６０７７
ろうきん「住まいる会」会員であるセキスイハイム東海（株）のご協力で、耐震、防犯
等の先端技術を学びます。お問合せは、志太榛原地域労福協　０５４－６４５－２３３３
会員構成員の親睦交流ボウリング大会です。
お問合せは伊東熱海地区労福協　０５５７－３７－６１３５
東遠地域内の会員事業所のチームによるトーナメント大会です。
お問合せは、東遠地域労福協　０５３７－２１－６０７７
会員構成員の親睦交流ボウリング大会です。
お問合せは伊東熱海地区労福協　０５５７－３７－６１３５
認知症予防と生活習慣改善についての講座です。自己診断もあります。
お問合せは、藤枝地区労福協　０５４－６４５－２３３３
一人２０分で９組。予約は１１月１日より開始します。お問い合わせは、
磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６
会員勤労者および一般市民どなたでも。文化人による講演会です。（詳細未定）　
お問合せは、浜松市労福協　０５３－４７１－０１１０
毎週木曜日（祝日の場合は金曜日）、専門家による相談会。
お問合せは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６
伊豆地域の会員と家族の交流を深めよう。
お問合せは、伊豆地域労福協　０５５７－３７－６１３５
一人２０分で９組。予約は１２月１日より開始します。
お問い合わせは、磐田地区労福協　０５３８－３２－２７０６
西伊豆地区会員相互の交流ボウリング大会です。
お問合せは、賀茂地区労福協　０５５８－２２－８６７９

労福協事務所近くの河川周辺の草刈り、子供用のアトラクションも用意しています。
お問合せは、志太榛原地域労福協　０５４－６４５－２３３３

昼食代込、募集人員45名、申込多数の場合は抽選となります。
お問合せは、焼津地区労福協　０５４－６４５－２８１１
会員親睦の為のイベントです。
お問合せは、労金沼津支店まで　０５５－９２６－１１１１
静岡地域の各地区役員の親睦ゴルフです。参加者から募った寄付金は静岡地域
労福協から新聞社等へ寄付。お問合せは、静岡地域労福協　０５４－２７５－１３８８
ステージでの各種催し物、ゲームコーナー、模擬店・一般商店等の軽食、物産
販売などです。お問合せは、浜松市労福協　０５３－４７１－０１１０
テレビや著書でおなじみの斉藤孝氏　（明治大学文学部教授）の講演「人間関係を育
てるコミュニケーション力」です。お問合せは　志太榛原労福協　０５４－６４５－２３３３
リフォーム・耐震補強・オール電化などの施行ポイントを講義、詳細は検討中です。
お問合せは、焼津地区労福協　０５４－６４５－２８１１
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無料年金相談会

バスツアー

綱引大会

第25回浜松労福協まつり

福祉とくらしのセミナー

マイホームセミナー

無料法律相談

清掃ボランティア活動

無料年金相談会

福祉とくらしのセミナー

第 21回文化講演会

工場見学会

伊東地区ボウリング大会

親睦ソフトボール大会

熱海地区ボウリング大会

脳いきいき講座

無料法律相談

福祉講演会

無料年金相談会

バスツアー

無料法律相談

西伊豆地区ボウリング大会

磐田商工会館　２階会議室

横浜中華街・みなとみらい２１地区

富士通沼津工場体育館

藤枝ゴルフクラブ

浜名湖ガーデンパーク

プラザおおるり（島田市）

焼津公民館「アトレ」３Ｆ

磐田商工会館２階

リバー富士カントリークラブ

藤枝市瀬戸川周辺

磐田商工会館　２階会議室

ロゼシアター大ホール（富士市）

掛川市生涯学習センター大ホール

暖香園ボウル

大東総合運動場（掛川市）

熱海スターレーン

サンライフ藤枝

磐田商工会館２階

未定（浜松市）

磐田商工会館　２階会議室

東京ディズニーランド

磐田商工会館２階

松崎ボウリングセンター

磐田地区労福協

焼津地区労福協

沼津地区労福協

静岡地域労福協

浜松市労福協

志太榛原地域労福協

焼津地区労福協

磐田地区労福協

志太榛原地域労福協

磐田地区労福協

富士地域労福協

東遠地域労福協

志太榛原地域労福協

伊東熱海地区労福協

東遠地域労福協

伊東熱海地区労福協

藤枝地区労福協

磐田地区労福協

浜松市労福協

磐田地区労福協

伊豆地域労福協

磐田地区労福協

賀茂地区労福協

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

役員のみ－有料

会員のみ－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

どなたでも－無料

会員のみ－有料

10月～12月の各地域・地区労福協の活動予定 2010年9月7日現在

“

”

〈
須
走
登
山
口（
小
山
町
）の
清
掃
活
動
の
紹
介
〉

　

今
夏
、
須
走
登
山
口
か
ら
は
５
万
人
超
の
登
山
者

が
富
士
山
頂
を
め
ざ
し
ま
し
た
。
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

（
髙
橋
町
長
挨
拶
、
富
士
山
憲
章
唱
和
な
ど
）
の
後
、

10
班
に
分
か
れ
て
、
ふ
じ
あ
ざ
み
ラ
イ
ン
、
小
富
士

遊
歩
道
、
五
合
目
駐
車
場
な
ど
を
清
掃
し
ま
し
た
。

　

道
路
沿
い
の
樹
木
に
は
、
秋
の
味
覚
キ
ノ
コ
が
姿

を
見
せ
始
め
て
い
ま
し
た
。
見
え
な
い
と
こ
ろ
に
、

カ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ウ
ィ
ス
キ
ー
瓶
、
タ
バ
コ

の
吸
殻
、
タ
イ
ヤ
ホ
イ
ー
ル
、
雑
誌
な
ど
が
落
ち
て

い
て
、
各
人
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
一
杯
に
な
る
ま
で
ゴ
ミ

を
拾
い
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
象
徴
、
富
士
山
の
環
境
を
守
る
た
め
、
も
っ

と
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
ほ
し
い
な
あ
と
感
じ
ま
し
た
。

“

”

〈須走登山口参加者〉

　

焼
津
地
区
労
福
協
（
水
島
邦
博
会
長
）
で
は

焼
津
市
か
ら
の
後
援
を
受
け
、
平
成
１８
年
１２
月

よ
り
「
若
年
者
ニ
ー
ト
の
自
立
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
個
別
相
談
会
」
を
開
設

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
１
回
、
焼
津
市
と
共

催
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
な
ど
、
市
側
で
も

市
内
の
勤
労
者
で
組
織
す
る
焼
津
地
区
労
福
協

が
自
主
的
に
取
り
組
む
ニ
ー
ト
支
援
活
動
に
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
８
月
２２
日
に
焼
津
市
公
民
館
「
ア
ト

レ
」
で
開
催
さ
れ
た
、
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
を
ご

紹
介
し
ま
す
。
講
師
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
青
少
年
就

労
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
静
岡
の
津
冨
宏
代
表
を

招
き
、「
働
き
た
い
け
ど
も
働
け
な
い
若
者
の
た

め
に
で
き
る
こ
と
」
と
題
し
、
地
域
の
人
が
見
守

る
伴
走
型
支
援
の
大
切
さ
と
親
に
で
き
る
こ
と
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
を
説
い
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

第
二
部
と
し
て
、
元
ニ
ー
ト
の
若
者
か
ら
の
体

験
発
表
を
行
い
、経
験
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

子
供
の
就
労
に
悩
む
父
母
や
若
者
、
ま
た
ニ
ー

ト
・
引
き
こ
も
り
の
現
状
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
市
広
報
等
を
通
じ
お
知
ら
せ
し
、
集
ま
っ
た
参

加
者
は
「
親
は
子
供
の
小
さ
な
変
化
に
気
づ
い
て

ほ
し
い
、
暖
か
く
見
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
助
言

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

毎週

11

25

木

土

土

10:00

未定

14:00

18:15

下旬 

未定 

労福協交流
チャリティゴルフコンペ

労福協・連合地協
合同ゴルフコンペ

愛知県　オレンジパーク、
セキスイハイム工場

どなたでも－無料
（事前予約制です）
会員のみ－
有料 5,500 円
会員のみ－
有料１チーム2000円
会員のみ－２０００円
プレイ代は各自清算

富士地域労福協
（連合富士地協）

どなたでも－無料
（整理券が必要です）

どなたでも－無料
（整理券が必要です）
どなたでも－無料
（整理券が必要です）
会員のみ－無料
先着 90人

会員のみ－無料
先着 60人

会員のみ－有料
１チーム3000円
会員のみ－有料
１チーム1000円
会員のみ－有料
１チーム3000円

会員のみ－有料
１チーム4名 4,000円

どなたでも－無料
（事前予約制です）

どなたでも－無料
（事前予約制です）



R o f u k u k y o  2 0 1 0  A u t um n  910  R o f u k u k y o  2 0 1 0  A u t um n

◆労福協主催のソフトボールに参加しました。「リンナイ」
は社会人の野球チームでユニフォームもバッチリでした。
「ろうきん」はお客様の事を考えて少し手を抜いてくださ
い。（笑）
　　　　　　　　　　　掛川市　　数原　正行　様

◆“労福協だより”初めて読みました。仕事をしながら夫
の介護をしています。ストレスがいっぱいです。「ストレス
と上手くつきあっていく方法」を読んで、ストレスを無くす
のではなくて上手く付き合ってゆくのだなと思いました。

　　　　　　         浜松市北区　　後藤　治子　様

◆いつも楽しく拝見させて頂いております。今回初めて
ホームページを拝見しました。冊子では確認できないこと
が見れてとてもためになりました。　　　　　　　　　
　　　　　
　　　　　　　　　御前崎市　　水野　伊津子　様

◆今回、主人が会社から持ち帰った労福協だよりを初め
て拝見しました。労福協やろうきんの記事については、
読んでみても難しい内容で良くわかりませんでしたが、プ
レゼントのところでつい応募する気になりました。もう少し、
主婦にもわかりやすい記事にしていただけると面白いと思
いました。　　　　　
　　　　　　　　　　磐田市　　安間　美登里　様

◆ストレスとうまく付き合うという記事を拝見しました。あま
り馬車馬みたいにならないような自分自身を持つ事＝ゆとり
を自分がどれくらい持っているか、今という時間をいかに
大切に自分のために使っているか、の自覚の持ち方がそ
の分岐点かも知れませんね。　　　　　

　　　　　　　　周智郡森町　　奥宮　貴志夫　様

〒４２０－０８５１　静岡市葵区黒金町５－１
県労福協「だより編集係」　
FAX ０５４－２７３－３１１０

E-mailは労福協ホームページの
郵便ポストをご利用ください。

○沼津市　　　上柳　智子　様
○静岡市清水区　津田　里美　様
○藤枝市　　　森田　健一　様
○磐田市　　　永田　哲也　様
○浜松市　　　袴田　征弘　様

（１）Ｂ：第48回
（２）Ｃ：カメルーン
（３）Ｂ：3776メートル

応募総数 48通の内、正解者の中から抽選した結果
上記の方々が当選されました。おめでとうございます。

あなたも労福協だよりにご意見、ご
質問をお寄せください。掲載させて
いただいた方には粗品をプレゼント！

答えを A・B・Cの中から選んでいただき、ハガキ・FAX・
E-mail の何れかでご回答ください。正解者の中から、抽選
で５名様に２ ，  ０００円のUCギフトカードを差し上げます。また、
ご意見・ご感想等をお寄せいただき、掲載させていただい
た方には粗品をプレゼントします。
　　　　　締切日／２０１０年11月３0日（火）まで〔消印有効〕

応募先

クイズ前回の答え 当選者

?（１）静岡県労福協が8月に作成した「ガイドブック」の表
　　紙の絵は何でしょうか。
　　Ａ．甲子園球場　Ｂ．上海万博会場　Ｃ．富士山と桜
（２）男子プロゴルフの石川プロの名前は？
　　Ａ．石川　勇太　Ｂ．石川　遼　Ｃ．石川　藍
（３）全国初の“ろうきん”と全労済の共同店舗が誕生した市は？
　　Ａ．浜松市　　　Ｂ．静岡市　　　Ｃ．沼津市

＊クイズの応募やご意見等の投稿ができます
検索サイトはこちらから

労福協のブログ

労福協の
ホームページ

＊営業日は毎日アップしています。（写真好評中）

検索サイトはこちらから

静岡県労福協

こちら黒金町
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日　時：2010年12月4日（土）13:00～15:00
会　場：静岡音楽館ＡＯＩ 　7階（静岡市葵区黒金町）
定　員：先着50名
対　象：うつ病治療・介護などそばで支える人や関心のある方ならどなたでも
参加費：無料
申　込：ライフサポートセンターしずおか　中部事務所（上記電話番号まで）

第一部 講  　 演 『知りたい！　うつ病と家族、介護と燃え尽き症候群』 　講師：静岡市こころの健康センター　佐野 光正 氏 （精神科医師）

第二部 音楽鑑賞 『生演奏で癒しの時間』（ピアノ・バイオリン・コントラバス）　演奏：稲木良光とロイヤルジャパンアンサンブル
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TEL 054-288-3750
平日（月～金曜日）9：00～17：00
※お申し込みはお電話での受付のみとなります。

お問い合せ・お申し込み

私のモットーは「仕事も人生も楽しくやる」ことです。私自身まったく
ストレスを感じない生活を送っているのですが、回りがストレスを感じ
ているようです。？？  この度、ろうきん西部ブロック勤務から転出し浜
松市労福協の事務局で仕事をさせていただくことになりました。ご指
導のほどよろしくお願いいたします。

事務局員紹介●浜松

氏　名／山本　利兼
血液型／ O型
趣　味／ツーリング　

やまもと　　　としかね

古物収集

（浜松市労福協担当）
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1 人ひとりの意識向上が、社会全体の安全性も高める
そうした防災を実践していく運動です。

住まいと暮らしの
安心のために。

災害前

備える
災害時

守る
災害後

再建する

点検運動3つの視点

災害から皆さまご自身や家族を守っていくためにも、ぜひこの機会に、
防災や生活再建への備えについて点検いただきますようお願いいたします。

県労福協
理事会と幹事会が開催
全労済静岡県本部　　
第１回 代表者会議開催される

川勝静岡県知事へ
県労福協の「要請書」を提出

サービスと業容の拡大を目指して
４団体協同化推進会議が開催されました

ライフサポートセンター活動紹介

地区労福協　新会長の紹介

川柳募集
災害ボランティアコーディネーター
養成講座に参加して

地域・地区労福協活動紹介
北駿地区／富士山一斉清掃活動
焼津地区／就労に悩む若年の自立のためのセミナー開催
袋井地区／あゆのつかみどりとバーベキュー

される
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